
【  講  演 1  】 

「認知症の鑑別診断」    演者： 脳神経内科部長    髙島 洋 
 
 
 
 
【  講  演 2  】 

「手術でよくなる認知症」   演者： 脳神経外科部長     坂田 修治 
 

 
 
 
 

日時：2015年7月23日（木）19:00 ～ 20:00 

プログラム 

超高齢社会を迎えている今、認知症と介護は社会の大きな課題です。このような環境で、地域
での生活を可能とするためには、地域で認知症の人に対する包括的な医療・介護サービスの
提供を行うことが必要となり、医師とコ・メディカルの強固な協力関係、およびスムーズな病診
連携の基盤作りが重要となります。早期診断・早期治療を通じて一人でも多くの患者とご家族
の笑顔を取り戻すことができればどんなにすばらしいことでしょう。 

ひとくくりに認知症といっても、その種類は多岐に及びます。それぞれで治療・リハビリの内容
は変化します。治療可能なモノを見逃さないためにも、治療方針を選定していく上でも、認知症
の鑑別診断は非常に重要です。認知症の種類別にその特徴をご説明いたします。 

御施設名 

お手数ではございますが、ご参加人数確認のため下記までFAXお願い
できますでしょうか。 

地方独立行政法人 佐賀県医療センター好生館 
地域医療連携センター 地域医療連携室                                                                                              
ご提供いただいたお客様の個人情報は、当研修会の運営にのみ使用いたします。 

歩行障害を主体とし、認知症・排尿障害の3徴候を有する「特発性正常圧水頭症」は手術でよく
なる認知症の代表例です。しかし、その治療率はわずか2%程度と言われています。疑いの目を
持つためのポイントをご説明いたします。 

御芳名                 /               /               /               / 

会場：佐賀県医療センター好生館 ２階多目的ホール 
住所：佐賀県佐賀市嘉瀬町大字中原400   

FAX : 0952-28-1269 


